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噴
火
の
可
能
性
は

中
規
模
噴
火
の
可
能
性

　

今
、
樽
前
山
の
噴
火
災
害
に
お
い
て

一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
規
模

噴
火
で
す
。
こ
の
噴
火
は
小
規
模
噴
火

よ
り
発
生
の
可
能
性
は
低
い
の
で
す
が
、

今
後
、
長
い
年
月
で
考
え
る
と
、
中
規
模

噴
火
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

中
規
模
噴
火
が
発
生
す
る
と

　

中
規
模
噴
火
は
、
地
震
、
噴
煙
、
降
灰

を
繰
り
返
し
、
噴
火
が
断
続
的
に
続
き

ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
も
と
の
街
で
は
火

山
灰
が
積
も
り
、
噴
石
や
火
砕
流
な
ど

危
険
な
噴
出
物
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
山
頂
の
熔
岩
ド
ー
ム
が
壊
さ
れ
た

り
、
新
し
く
作
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
過

去
の
噴
火
で
は
、
１
回
の
噴
火
が
１
週

間
以
上
続
き
、
苫
小
牧
市
に
は　
　

の

４５
cm

火
山
灰
が
積
も
っ
た
り
、
活
動
開
始
か

ら
終
了
ま
で
３
カ
月
以
上
か
か
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

大
規
模
噴
火
の
可
能
性
は

　

樽
前
山
に
お
け
る
大
規
模
噴
火
は
、

過
去
に
５
回
し
か
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
の
調
査
の
段
階
で
は
、
マ
グ
マ
の

化
学
的
組
成
変
化
の
傾
向
か
ら
見
る
と
、

近
い
将
来
、
同
様
の
噴
火
が
起
こ
る
可

能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特集 樽前山の火山防災
噴火に備えて ･･･ 噴火したら ･･･
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樽前山火山防災マップ（ハザードマップ）

中規模噴火の場合

噴 石

直径１．５m以上の岩が飛んでく
る危険性の高い区域

危険度重大地域

火 砕流

火砕流の本体、熱風部に襲われ
る危険性の高い区域

危険度重大地域

積雪が火砕流で溶かされて、泥
流が発生し氾濫する危険性の
高い区域

泥流・土石流

積雪時は危険度重大地域

▲

▲

▲

▲

▲

※ハザードマップとは ････ 噴火が起きた場合の火山災害の影響を表した地図※ハザードマップとは ････ 噴火が起きた場合の火山災害の影響を表した地図

火山灰の降下

危険度中地域
１６cm以上の
火山灰が堆積

８cm以上の
火山灰が堆積

４cm以上の
火山灰が堆積

樽前山の噴火規模ごとの影響　　　　

たびたび起こる噴火です。明日起きて
も不思議ではありませんが、山頂へ近づ
かなければ、被害はほとんどありません。

噴火が起こると

�地震がおきます。
�山麓に少量の火山灰が降ります。
�山頂の熔岩ドームに亀裂が入り、火
口原に噴石が放出されます。

小規模小規模
予想される現象

今、樽前山で起こる可能性が高いと心
配されているのはこの中規模噴火です。

�地震、噴煙、降灰をくり返し、噴火
が断続的に続きます。
�ふもとの街でも火山灰が積もり、噴
石や火砕流など危険な噴出物も考えら
れます。
�山頂の熔岩ドームが壊されたり、新
しく熔岩ドームが作られたりします。

噴火が起こると

予想される現象

中規模中規模

ふもとの街では、建物が破壊されて火事
になったり、道路が分断されたりして、
大きな被害を受けます。

噴火が起こると

�高さ１０kmの大きな噴煙が、山頂から
柱のようにあがります。
�風下の方角には、火山灰や軽石が１
m以上積もることがあります。
�火砕流が山のふもとに流下し、積雪
時には融雪型火山泥流となります。

大変危険な噴火です。しかし、過去９
千年間で５回しか起きていません。

大規模大規模

予想される現象
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樽
前
山
は
元
気
な
活
火
山

生
き
て
い
る
火
山

　

火
山
に
は
、
噴
火
し
な
い
火
山
と
今

後
も
噴
火
す
る
可
能
性
の
あ
る
火
山
が

あ
り
、
後
者
を
活
火
山
と
呼
び
ま
す
。

活
火
山
と
は
、
気
象
庁
に
よ
り
「
お
お
む

ね
過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山

お
よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る

火
山
」
と
さ
れ
、
生
き
て
い
る
火
山
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
日
本
の
活
火
山
数
は

　

を
超
え
、
北
海
道
に
は
そ
の
約　

％

１００

２０

の
活
火
山
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
住

む
地
域
の
近
く
に
は
、
樽
前
山
、
恵
庭
岳
、

倶
多
楽
、
有
珠
山
の
４
つ
の
火
山
が
あ

り
ま
す
が
、
特
に
苫
小
牧
の
樽
前
山
は

元
気
な
活
火
山
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

樽
前
山
の
噴
火
の
歴
史

　

樽
前
山
は
、
今
か
ら
約
９
千
年
前
に

誕
生
し
た
若
い
活
火
山
で
す
。
約
３
千

年
前
に
２
回
噴
火
し
、
江
戸
時
代
に
は

１
６
６
７
年
と
１
７
３
９
年
に
大
規
模

噴
火
が
起
こ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以

降
に
は
数
多
く
の
噴
火
記
録
が
あ
り
ま

す
が
、
な
か
で
も
１
８
６
７
（
慶
応
３
）

年
と
１
９
０
９
（
明
治　

）
年
の
噴
火
で

４２

は
、
熔
岩
ド
ー
ム
が
山
頂
火
口
内
に
出

現
し
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

最
近
で
は
１
９
８
１
（
昭
和　

）
年
に
小

５６

規
模
噴
火
を
し
て
い
ま
す
。

樽樽
前前
山山
はは
今今
かか
らら
９９
千千
年年
前前
にに
誕誕
生生
しし
たた
元元
気気
なな
活活
火火
山山
でで
すす
。。

いい
つつ
噴噴
火火
がが
起起
ここ
っっ
てて
もも
おお
かか
しし
くく
なな
いい
樽樽
前前
山山
のの
ふふ
もも
とと
にに
私私

たた
ちち
はは
暮暮
らら
しし
てて
いい
まま
すす
。。

樽樽
前前
山山
噴噴
火火
のの
可可
能能
性性
やや
、、
噴噴
火火
しし
たた
時時
のの
たた
めめ
、、
どど
んん
なな
対対
策策
がが

とと
らら
れれ
てて
いい
るる
のの
かか
、、
私私
たた
ちち
のの
心心
構構
ええ
やや
準準
備備
、、
起起
きき
てて
しし
まま
っっ

たた
場場
合合
のの
とと
るる
べべ
きき
行行
動動
なな
どど
をを
特特
集集
しし
まま
すす
。。

防災特集

樽前山の主な噴火の歴史　　　　　

約９０００年前 約３０００年前 １８０４～１８１７年

０．７ｋ�

樽前山が初めて噴火したのは約９０００年前です。さらに約３０００年前に２回噴火し、
江戸時代の１６６７年には一番大きいと考えられる大規模噴火が起こりました。

１６６７年 １７３９年 １８６７年 １８７４年 １９０９年��� ��� ��� �� � � �

樽前山の噴火は、過去の降灰や火砕流などの噴出物の量の違いで「大規模噴火」・「中規模噴火」・「小規模噴火」の３種類に分けら
れています。

２０００年
有珠山の噴火

０．００１
（ｋ�））

大規模噴火 中規模噴火

０．７
（ｋ�） ０．１

（ｋ�）
０．２+
（ｋ�）

１．０
（ｋ�） ０．７

（ｋ�）

０．００６
（ｋ�））

不明
（ｋ�））

００．０１．０１
（（ｋｋ��））

００．０２．０２
（（ｋｋ��））

１９０９（明治４２）年の噴火の様子

※数値はマグマ相当の噴出体積


